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写真１　初期成長に優れた第二世代品種（Ｆ）

　　　　左上：カラマツ林育2－ 30

　　　　右上：カラマツ林育2－206

　　　　左下：カラマツ林育2－207

　　　　右下：カラマツ林育2－213

図２　接ぎ木接合部
（接ぎ木３か月後。A：先端の穂。B：管穂）

写真１ 植栽13か月後の生育状況
（先端部を除いて上から８番目の管穂使用）

１．初期成長に優れた第二世代品種の重要性

　我が国の森林・林業において、林業の成長産業化

が重要な課題となっています。このような中、諸外

国に比べて高額となっている育林コスト、特に下

刈り等の造林初期のコストを低減することが期待

できる初期成長に優れた品種を、主伐・再造林が進

もうとしているこのタイミングで、開発・普及する

ことが重要です。近年、カラマツは、成長が優れ、木

材の強度にも優れた樹種であるため、造林への意

欲が再び高まりつつあります。そこで、関東育種基

本区選抜のカラマツ精英樹同士を交配して育成・

選抜した第二世代精英樹（以後、エリートツリーと

する）の中から初期成長に優れた優良品種を開発

しました。

２．前方選抜とその特徴

　これまでの品種開発では、候補となる個体の実

生苗（実生苗は、次の世代であるため、候補個体の

「後代」と呼ばれます）の成長等を調べ、その結果を

得てから優れた品種を選抜する方法（後方選抜）が

用いられてきました。後方選抜は、選抜の確度は高

いですが、後代の成長を調べるために長い育成・調

査期間が必要となります。これに対して前方選抜

では、候補個体やその親、兄弟等の血縁関係のある

個体の調査結果も合わせて統計的に解析すること

により、候補個体の遺伝的能力を表す指標である

育種価を推定して優良な個体を早期に選抜するこ

とができます。

３．前方選抜による第二世代品種の開発

　９箇所のカラマツ検定林に植栽されている

28,168個体の調査データを用いて解析し、カラマ

ツのエリートツリーでは初めてとなる初期成長に

優れた４品種を前方選抜により開発しました。品

種名には「（F）」が付いていますが、これは、前方選

抜（Forward Selection）により品種開発したこと

を示しています。これらの開発品種は、５年次の樹

高の育種価が優れ、開発品種から生産される後代

の苗木の５年次樹高の改良効果を試算したとこ

ろ、従来の種苗の樹高平均値（3.14m）と比較して

21%（66cm）高くなると試算されました。今回開

発した４品種は、いずれも特定母樹に指定されて

いるため、初期成長に加え、その後の成長や材質等

も優れており、林業の成長産業化に貢献する品種

として期待できます。

（育種部　育種第二課　高島　有哉）

１．ヒノキの接ぎ木苗増産の必要性

　森林総合研究所林木育種センターでは、特定母

樹や優良品種など、優れた特性をもつヒノキを開

発し、その種苗を生産するための原種（実生苗生産

用の種子を生産するための採種木やさし木苗生産

用のさし穂を採取するための採穂木として活用）

を配布しています。農林水産省が平成30年に策定

した全国森林計画では令和元年度から令和15年

度までの15年間に103万haの造林が計画されて

おり、今後苗木需要の増大が見込まれます。この需

要増大に伴う原種配布量の増大に備えて、１本の

荒穂＊（図１）から得られる接ぎ木クローン個体数

を増やすために、ヒノキの管接ぎを試行しました。

２．管接ぎについて

　ヒノキのクローン増殖では、通常、その成功率の

高さからさし木ではなく接ぎ木が選択されます。

接ぎ木増殖では、接ぎ穂の鮮度が重要です。鮮度が

荒穂の切断面から減退することを想定して荒穂を

長めに採取し、従来はその先端部のみを接ぎ穂と

して使用してきました（図１、図２A）。優良クロー

ンを開発して間もない段階の原種配布では、採取

可能な荒穂の数が限られます。このため、荒穂１本

から得られる接ぎ穂数を増やすことにより、増殖

効率を高めることができるかを調査しました（図

１、図２B）。

３．管穂も接ぎ穂として有効

　試験では第二世代精英樹候補木４個体からそれ

ぞれ１本ずつ、計４本の荒穂を採取し、先端の穂４

本、管穂32本、計36本の接ぎ穂を用いて接ぎ木増

殖を行いました。うち29本では芯が立ち、充分な

苗長がある原種配布が可能な接ぎ木苗となりまし

た。言い換えると、従来は４本の荒穂から４本の接

ぎ木苗を増殖してきたところ、管穂の活用により

４本の荒穂から29本の接ぎ木苗を増殖できたの

で、増殖効率が７倍以上になったことになります。

増殖した接ぎ木苗は、当センター構内に試植して

おり、生育は概ね良好です（写真1）。今回は、品種開

発直後の採穂園が整備されていない段階を想定し

て、剪定等を行っていない個体から荒穂を採取し

ましたが、今後は原種配布が進んだ段階を想定し、

採穂木からの穂を用いた試験も行っていきます。

（育種部　育種第一課　山野邉　太郎）

図１　管接ぎの概略（黄色塗り部）
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